
 

 
 

 岡崎市議会 会派「民政クラブ」による令和４年度予算要望書を提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「岩津消防団第十一部」にお伺いし、地域の防災リーダーである消防団員に密着しました。 

今回は、月に１回のポンプ点検が行われました。先輩が後輩へホースの持ち方など、丁寧に指導されており、 

次の世代につなげていこうとしている姿が印象的でした。 
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 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、その影響により苦しんでいる子育て世

帯を支援する観点から、１８歳までの子どもがいる世帯に対し、臨時特別給付金*を支給するも

のです。（*令和３年 12月１3日の衆議院予算委員会の政府方針により決定） 

 

 
 

Ａ：令和３年９月分の児童手当支給対象者となる児童、 

令和３年９月３０日時点で１８歳以下の児童が対象で、 

１人につき１０万円を支給。 

A：児童手当支給対象者は申請不要で１２月 27日に振込を予定。申請が必要となる対象者 

（１６歳～１８歳以下）は１月末までに申請書を郵送する。申請期限は令和４年３月３１日を 

予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

発行：原 紀彦 岡崎市細川町字さくら台８－３ 

連絡所：〒471-0832 豊田市丸山町カバハウス 2F 

トヨタ自動車労働組合: TEL (0565)24-1111(代) 

✉：norihikohara5219@gmail.com 

岡崎市議会議員 
原 のりひこ 

【所属委員会等】 

・文教経済委員会 

・ゼロカーボンシティ 

推進特別委員会 

・岡崎市国民健康 

保険運営議会 

原のりひこ後援会 ＬＩＮＥアプリ登録方法 
②友達登録後、ガイダンスに従い手続きを 

お願いします！ 

①右の QRコードから  ③ や など ください！ 

〇休日保育など子育て支援事業の拡大 

〇校内フリースクールの拡充 

〇次世代自動車の普及推進及び、購入時

補助金の拡大 

〇無料Wi-Fi の増設 

〇岡崎 SA付近への IC 開設 

12年所属

 引っ越してきて、団員の方に声かけ頂き 

入団しました。第二の故郷へ貢献したい！ 

そんな想いで活動しています。 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 団員の皆さんは「地域とのつながり」を大切にされています。消防団活動をやって 

いると、感謝のお言葉を頂くそうですが、そのお言葉が活動の原動力になっている 

と口を揃えて言われます。どんな活動でも、コミュニケーションは「入口」なんだと 

改めて実感しました。 

 現代は核家族化が進み、地域交流はある 

ものの、コミュニティが希薄化しているように 

感じます。こんな時代だからこそ、団員の皆さ 

んが大切にする「つながり」の意識や行動が 

重要だと考えます。 

 岩津消防団第十一部では、公式ＬＩＮＥを活用した 

情報発信を行っています。ぜひ、ご登録いただき、 

消防団の応援をお願いいたします！ 

13年所属

 地域密着の消防団に憧れ入団しました。 

地域とのつながりを意識した活動を心掛 

ています！ 



 

 

岡崎市の QURUWAプロジェクトにおいて、本事業のコンベンションホール再考による、当

該事業の準備に関して支出した費用を支払います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２回目接種を終了した方のうち、概ね８か月以上経過した方を対象に、３回目の追加接種

を予定します。接種想定時期は下表の通りです。 

２回目 

接種時期 3月~4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

3回目 

接種想定時期 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 

 

 

 

「授業目的公衆送信補償制度」を利用することで、授業等で著作物を利用したデジタル教

材の送信（配信）が可能となり、オンライン授業が日常的に行えるようになります。また、授業参

観や運動会等の様子を家庭にいる保護者に配信したりすることもできるように 

なります。 

 

 

 

 

 岡崎市民病院小児科の入院患者のうち、約８割が感染症によるものです。そこで、市民が

安心して子どもを育てることができる生活環境の充実に向け、岡崎市民病院に感染症小児科

を開設します。 

 

 

 

 
 

岡崎市議会にもようやくタブレット端末が導入され、１２月定例 

会より試験運用が始まりました。ペーパーレス推進のためにも積 

極的にタブレットを活用して参ります。 

 

今回は、テーマは大きく２つで、「環境の取組について」と、「北 

部道路網の整備について」になります。 

 

 

 Q：脱炭素化の実現に必要不可欠な二次エネルギーとして、 

期待される一つに水素がある。次世代エネルギー水素の活用 

について、今後の展開を伺う。  

 

 

Ａ：水素に関するシンポジウムの開催地として、本市が選ば 

れた。１月 25日の開催に向けて準備を進めているところで 

あり、シンポジウム開催後は参加していただいた企業や関 

係機関と連携しながら、水素社会の形成に向けて協議検討 

して行く。 

 

 本市の北部は、豊田市や花園工業団地への通勤などによる、 

交通渋滞が慢性化している地域である。加えて、今後阿知和 

地区工業団地や、（仮称）岡崎阿知和スマートインターチェン 

ジが稼働すれば、今まで以上に北部周辺の渋滞が懸念され 

る。 

Q：東名高速道路高架下周辺から北側の県道岡崎足助線 

バイパス区間の進捗状況を伺う。 

 

A：この道路は、円滑な交通を確保し、渋滞解消を図ることを目 

的に、県により、岡崎足助線のバイパスの整備を行うものであ 

る。現在までに概ね用地取得を完了し、東名高速道路北側では 

道路の形状もはっきりと分かる程度にまで造成など、基盤の工 

事も進んでおり、引続き早期の供用開始に向け、残る用地の取 

得と、工事を進めていく。 

 

 

R3年 

R3年 R4年 

 【経緯】 

令和２年１０月にコンベンションホール再考を 

公約に掲げた新市長が当選。 

令和３年３月に事業者に事業凍結申し入れ。 

令和３年９月末までに市民の意見を収集。 

令和３年１２月末までに事業の方向性を決定。 


